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高齢期の自立生活に組み込む葬送の生前契約
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! ri='島lを絞 1話教、仏教、道教における老いの問題J2008文化における老い p.3 車fif二大学外語学院(台湾) 2008年.
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5 椅党勝 f老年学Jp. 19 誠信号安房 1971年
6 穂積波玄「隠駁論j日本経済評論社 1978年
















































































1 í葬儀の実態と~ミ前契約に|刻する意識調資J SOGI5高14-15号、データ編(2)葬儀・生前契約第17号、表現社 1987年
12 本論文生活契約調査においては、 2004年、 2005年の調査では、 8 9割が取り扱っている。
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表I-1 I生前契約(予約)Jの売り上げの増加見込み
調査年 2004 2005 
20~30%増加 39 30.2% 14 15.2% 
50%以上増加 。 0% l 1.1% 
21者以上増加 1 0.8% 1 1.1% 
変わらない 63 48.8% 48 52.2% 
20~30%程度減少 3 2.3% 2 2.2% 
5訴以上減少 。 。% 。 0% 
その地 6 4.7% 9 9.8% 
無屈答 17 13.2% 17 18.5% 
合計 129 100 % 92 100 % 
P<O.Ol 
表立-2 生前契約による顧客の囲い込み意識
調査年 2004 2005 
思う 46 35.7% 26 28.3% I 
多少思う 61 47.3% 40 43.5% 
思わない 12 9.3% 16 17.4% 
その他 。 0% 2 2.2% 
無回答 10 8 % 8 8.7% 
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図表1I-1 親世代と既婚の子ども世代の問題率の推移
(年)
1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992(年)
52.5 52.5 51.8 50.1 48.7 47.9 46.7 46.4 44.3 42.2 41.9 39.6 38.7(%) 
1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 (年)
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Quality of Life Successful Aging 
長命(longevity)
健康 (health)
経済 (economy) 自己実現 (selffulfillment) 
人爵関係 (familyand neighborhood relationship) 社会活動 Csocialactivity) 
衣食住 (clothing，food and housing) 生活満足(lifesatisfaction) 
社会活動 (socialactivity) 
安心 (Security)・安全 (Safety)・安定 (Stability)
Social Inclusion 
不健康 (weakness，sickness) 
経済破綻 (economicdebacle) トーへ 失業 (unemployment)
喪失(loss) ト-，j 差別 (discrimination) 
Risk 低い技術力(lowtechnologic) 
貧しい住宅環境 (poorhome) 































① rSuccessful AgingJ (S. A)から捉える生前契約の必要性
高齢期の自己実現 (SelfRealization)は、サクセスフルエイジングの重要な概念の一部である。
サクセスフ jレエイジングについては、 Havigurst(1961)、 Palmore(1979)、Roweand Kahn (1987)、
Baltes and Baltes (1990)などの研究成果がある。小田利勝は、生活満足や幸福、モラール、生存や健康、
と同義に吊いられたり、ウェルビーイング(well-being)と同義に用いられてきたが、より包括的な概
念として、長命、健康、生活瀧足・幸福の3要素が統合された老いの過程として捉えることができるとし

















15 Social Exclusion Unit (SEU :社会的排除対策室主)














生活部留のみを対象としたものが多い(望月.200t7;鈴木. 200618;桑田. 200619;上野. 200620;西村，














17 望月晃二「高齢隙害者における事故対策 1)スク把握(報告)という視点からの検討 j 均衡生活学第4巻第l号.pp 
5 -10. 2007年
18 鈴木奈緒子「高齢者のリスクマネジメントと性差の考滋J性援と医療第3巻第4，1子。 pp.437-440.2006年.
19 桑田美代子「療養裂病床における援療事故とリスクマネジメントJ老年精神医学雑誌第17巻第9号.p. 925-932 
2006年
初 上野綾子「訪問看護における医療挙放とリスクマネジメントJ.老年精守申医学雑誌第17巻第9号 p. 939-945. 2006年
21 関村敏樹「在宅高齢者医療における医療事故とリスクマネジメントj 老年精神医学雑誌第17巻第9号.p. 946-950 
22 ~真民佑一-小林奈美・杉山初予・松弁典子「高齢者の転倒・骨・折とリスクマネジメント J 老年精神医学雑誌、第17巻第9
号 pp.951-958.20061f. 


















iQualityofLifeJ (QOL)、iSuccessfulAgingJ (S' A)、iRiskJ(R)の3側面から高齢期の外部を捉える
と、「死後への備え」のための生前契約は不可欠となろう。
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